
「西和賀さわうち病院 病院まつり」を2
月15日（土）に開催しましたので報告させ
ていただきます。平成29年に始まった「病
院まつり」も今回で3回目の開催となりま
した。たくさんの方にお越しいただき、普
段とは違った時間・空間を楽しんでいただ
きました。パネル展示などによるプレゼン
テーション・口腔ケア指導・骨密度測定や
聴力検査の体験・体操指導・味噌汁の塩分
測定など、各部署から様々な取り組みを紹
介し、病院での活動内容を知っていただく
ことができたと思います。また2月10日は
「フットケアの日」であったことに因み、
当院のフットケア担当看護師によるデモン
ストレーションや個別相談を行い、好評を
博しました。
今年度の「病院まつり」のコンセプトの

ひとつに、『若い世代に医療を知ってもら
い、将来の医療の担い手を育てる』ことを
挙げました。「子どもの白衣試着」と「手
術体験」の二企画もそれに沿ったものです。
可愛らしい白衣姿を見て、未来の医療を背
負ってくれるであろう姿を想像し、頼もし
く感じました。手術室での手術体験では、
実際に使用する術衣や帽子・マスク・手袋
をまとい、電気メスや超音波凝固切開装置
を使用して食肉を切離したり、人工皮膚を
用いての縫合を行ったりと、たくさんのこ
とを体験してもらいました。皆緊張した面
持ちで真剣に取り組んでおり、きっと良い
思い出になったことでしょう。医療に興味
を持ってくれる若者が少しでも増えてくれ
たら嬉しいです。
「病院まつり」の締めくくりに、藤原碧

先生によるミニコンサートを開催し、素敵
なピアノの音色と美しい歌声に皆酔いしれ
ました。
今回の行事を通して、普段の診療とは別

の形で地域の方々と触れ合えたことは、私
たちにとっても貴重な体験となりました。
今後も地域に根ざした病院として、住民の
方々と共に歩んでいけるよう努力を続けて
いきたいと思います。

病院まつりを開催しました！

院長 小原 眞

総看護師長がお出迎え ようこそ、さわうち病院へ

大盛況の歯科ブース 骨密度測定

みんなでご当地体操聴力検査体験

電気メスの体験手術体験の説明

みそ汁の塩分測定フットケア体験

藤原碧先生のコンサートバレンタインチョコ
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地域包括ケア病床とは、急性期治療が
終わり、すぐに自宅や施設などに退院す
ることが不安な患者さん、在宅・施設療
養中から緊急入院した患者さんに対して、
在宅復帰に向けて診療・看護・リハビリ
を行なうことを目的とした病床です。
在宅復帰をスムーズに行うために「在宅
復帰支援計画」に基づいて、主治医、看
護師、専従リハビリスタッフ、在宅復帰
支援担当者（社会福祉士）等が協力して、
効率的に患者さんのリハビリや在宅復帰
支援（相談・準備）を行っていきます。
このような病床機能については、もと

より当院の一般病床も同じような役割を
担ってきたところですが、一定の条件を
満たしたうえで届出を行うことで、診療
報酬上も有利な取扱いとなることから、
今回一般病床40床のうち26床を地域包
括ケア病床に転換するものです。
町民の皆様はもとより、当院と連携体

制をとっていただいている医療機関、介
護福祉施設の皆様方のご理解ご協力をお
願いします。

月日の流れるものは早いもので、町立西和賀さわ
うち病院に常勤医として赴任して2年が経ちました。
非常勤医として勤務していた時期を加えると、８年
に亘りさわうち病院で働かせていただいたことにな
ります。
私事で恐縮ですが、このたび退職することになり

ました。この仕事をしておりますと、やむを得ず患
者様をご紹介させていただくことも多く、その際に
様々な理由をつけて断られることがあり、対応に窮
することもよくあることですが、この２年間そうい
うこともなく、ご紹介させていただいた患者様を快
く受け入れていただいたことに対し、関係された皆
様方に対し厚く御礼申し上げます。患者様もきっと
喜んでいたのではないかと思っております。
また、未熟な私がこの2年間なんとかやってこら

れたのも、ひとえに皆様方のおかげであると感じて
おります。この場をお借りして、心より感謝申し上
げます。
どこかでまたお会いできることを楽しみにしてお

ります。ありがとうございました。

退任のご挨拶

内科長 淺尾 和彦

R2.3.18 さわうち病院離任前、最後の外来
診察後の浅尾医師とスタッフ

地域包括ケア病床を始めます

事務長 高橋 光世


